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2Ea －4 食餌性ミネラルの利用性に対する合成オリ
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ゴ糖の作用

〔( 社) 日 本家政 学 会

目的：甘味料として使われている合成オリゴ糖は、天然の食品中に存在する難消化F生多糖

類と同様、消化されにくくカロリー源になりにくいものが多い。難消ｲy 生多糖類は、便通

をよくするなど有用なはたらきをすることが確認されている。しかし肖 ＝i、食事中の微量
元素の腸管における吸収を低下させる可能性も懸念されている。我々は難消化性多糖類や

これらを多く含む食品の摂取が食餌性微量元素の吸収に対する影響について調べてきた。

難消化F生であるという点て食物繊維的である合成オリゴ糖の微量元素の利用性に対する作
用を、天然の難消化性多糖類の効果と比較し、合成オリゴ糖摂取の是非を考察するため、

合成オリゴ糖をラットに食べさせる動物試験を行った。方法：実験動物ラット（ウィスタ

ー系３週令雄）に合成オリゴ糖パラチニットあるいはエルスイートを1 ％あるいは5 ％含

む半合成飼料を3  1 日間自由摂取させた。比較のため、対照群ラットにはオリゴ糖を含ま

ない飼料を摂取させた。動物の排泄糞を回収し、乾燥後湿式灰化してミネラル含量を分析

し、糞中へのミネラルの排泄量、そしてミネラルのみかけの吸収率を求めた。結果：飼料

中のパラチニット含量が増加するにつれて動物の体重増加量は減少した。飼料にエルスイ

ートを補足すると、体重増加量は減少したが、1 ％補足群より5 ％補足群のほうが体重増

加量は高かった。体重増加量と飼料摂取量の間には高い相関が見られた。飼料にパラチニ

ットを5 ％補足すると、亜鉛、銅、鉄、マンガン、カルシウム、マグネシウムのみかけの

吸収率が少し上昇した。飼料にエルスイートを5 ％補足すると、銅、鉄、マンガン、リン

の吸収率が少し上昇した。

2Ea －5 女子大生の栄養摂取と生活時間

一就寝時刻が食物摂取、食事状況および自覚的症状に及ぼす影響について一

大妻女大家政　○相川りゑ子　彦坂令子　小久保清子

秋元ユカ　宮崎朋子　八倉巻和子

目的　今まで女子大生の栄養摂取と生活時間について調査を行い、種々の問題点を報告

してきた。都市における女子大生の不適切な栄養摂取や不規則な生活リズムを指摘した。

女子大生の中には24時を過ぎて就寝する者も多く、身体的訴えも見られる。そこで今回は、

就寝時刻が食物摂取、食事状況および自覚的症状に及ぼす影響について検討した。

方法　対象：本学女子大生18～22歳354 名。調査日:1996 年５月。調査項目：食物摂取

量調査( 日曜・祭日を除く連続３日間の食事を秤量記入方式で記録)。生活時間調査( 食物

摂取量調査期間中の１日の生活行動を記録)。自覚的症状調査は５段階の尺度をつけて回答

を求めた。集計方法：生活時間調査から23時前に就寝した者(A 群69名) 、23時から午前１時

前に就寝した者(B 群205名)、午前１時以降に就寝した者(C 群80名) に分類し検討した。

結果　食物摂取量：全体平均でエネルギー、糖質、Ca、Feが栄養所要量を下回っており、

脂肪エネルギー比は高いが、Ａ・B・C群に大きな差はみられない。食事の摂り方：とりわけ

朝食については主食・主菜・副菜などバランスよく摂取している者がＡ群に多く、また夜

食を摂る者はＣ群に多い。生活時間：特に顕著な差がみられるのはアルバイトの有無でA＜

B＜C群であり、そのため平均睡眠時間はA＞B＞C群である。自覚的症状:A ＜B＜C群の順に

｢動作がぎこちなくなる｣｢きちんとしていられない｣｢腰が痛い｣｢まぶたや筋がピクピクする｣

などの訴えが増加している。就寝時刻は身体に及ぼす影響が大きいことがわかった。

168


